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研究成果の概要（和文）：本研究は、施設に入居する高齢認知症者（以下、患者）と家族、介護スタッフ、地域との絆
の（再）構築、維持による患者と地域社会との共生を、映像メディアで支援する「思い出流通プラットフォーム」を試
作し、その有用性を実証評価した。具体的には、①家族と患者の絆の再構築と維持、②地域の保育園や教育機関、地域
住民との絆の構築と維持、③介護スタッフの患者への深い理解に基づく患者の個別性を考慮した介護を実現する映像メ
ディアの活用方法を検討した。家族、医療、介護スタッフ、地域住民と共にプラットフォームをインクルーシブにデザ
インし、評価を行った。

研究成果の概要（英文）：In this study, we implemented the prototype of memories distribution platform in o
rder to support constructing trust relationship between the local communities, patients, their family, and
 nursing staff, and evaluated its usefulness. Specifically, we investigated how to utilize the media techn
ology in order to realize the care that takes into account a individuality of each patient. The inclusive 
design with family, medical, nursing staff, along with the local residents was performed, and evaluated.

研究分野：
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
2015 年より全人口の 4 人に 1 人が高齢者
となり、高齢者の尊厳を支える質の高いケア
の確立が急務である。中でもアルツハイマー
病など認知症への対応は、高齢者本人のみな
らず家族や介護スタッフの最重要課題であ
る。現時点では根本的な治療方法は無く、薬
物治療と非薬物治療を組み合わせた対症療
法となる。近年、非薬物療法の中でも回想法
が注目されている。研究代表者は認知症者へ
の工学的支援に関する研究に従事し、回想法
をより強化した個人向けの「思い出ビデオ」
を考案して患者の情緒的安定などの効果を
確認した。一方では地域との関係性（絆）に
基づく施設介護の重要性が指摘され、地域の
保育園、教育機関、地域住民と患者との交流
が行われている。しかし日常の介護で多忙な
介護スタッフにとり頻繁の実施は困難で、患
者に新たな記憶が定着し難いこともあって
地域との絆の構築は難しい。 

 
２．研究の目的 
本研究では、患者の過去の「思い出」の保
持や、「今」の記憶の形成を映像メディアで
補助することで、患者と家族の絆の再構築、
地域との絆の構築と維持を試みる。具体的に
は保育園、教育機関といった地域拠点と施設
を常時相互にライブ中継してバーチャルな
交流の場を設け、時間軸上の「点」である実
世界での交流を映像メディアで「線」に結ぶ。
さらに患者の「思い出ビデオ」や、患者と地
域住民との実世界での交流の記録、そしてラ
イブ中継される映像を「映像アーカイブ」と
してクラウド上に記録し続ける。そしてこれ
ら映像アーカイブを組み合わせ、「患者の思
い出と今」が記録された映像ライフログとし
て家族と患者に提供し、患者の記憶を保ち絆
の維持を図る。こういった一連の映像メディ
ア活用が自然に行える「思い出流通プラット
フォーム」を検討する（図 1）。 

 

図 1 思い出流通プラットフォーム概念図 
 
３．研究の方法 
３．１ 思い出流通プラットフォームの有用 
性について予備的な検証 

教育機関と施設に入居する高齢者の関係
性の構築および維持を行うことを目的とし、
京丹後市の介護施設「丹後園」において京都
工芸繊維大学の学生が、入居者の方の思い出

の写真を電子化しそれらを用いた傾聴を実
施することで聞き取ったエピソードととも
にデータベース化して思い出流通プラット
フォームを試作した。この思い出流通プラッ
トフォームをテレビ電話による遠隔傾聴で
活用することで、その有用性について予備的
な検討を実施した。 
 
３．２ 思い出流通プラットフォームの対話
支援での表現形式の検討 

 思い出流通プラットフォームを若年者と
高齢者の間のコミュニケーションの支援の
ためのツールとして活用する場合の表現形
式についての検討を実施した。具体的には高
齢者と若年者の対面対話において、写真画像
を用いた場合と映像を用いた場合とで、どち
らの方の負担が少ないか、また会話の質はど
ちらのほうが高まるのか、会話支援の先行研
究で用いられた 5段階主観評価を行った。 
実験環境の様子とレイアウトを図 2, 3 に
示す．本実験では介護施設に訪問して施設内
にある一室を借りて実験を行った。横並びに
置かれたイスに座った状態で会話を行って
もらった。実験はデスクトップ PC を使用し
た。若年者には高齢者側に見えないところで
実験者の指示で図4に示すストレスチェック
ボードで対面対話での負担感を計測した。 
実験は株式会社スーパーコートが運営し
ている、スーパーコート JR 奈良駅前で実施
した。 
 

 

図 2 実験環境 
 

 

図 3 実験環境のレイアウト 



 
図 4 ストレスチェックボード 

 
 初対面の高齢者と若年者を 2 人 1 組とし、
計 5組 10 名に依頼した。若年者は 22 歳から
24歳の男性3名と女性2名である。高齢者は，
介護施設に入居している 75歳から 88歳で介
護が不要な方から要介護1の重症までの女性
5名（以降，高齢者 A～Eとする）である。 
 学生側には，会話の継続の負担度チェック
のため，実験者が実験中にストレスチェック
ボードを見せる．このストレスチェックボー
ドには 1～7の数字が書いてあり，1は会話の
継続に対する負担（ストレス）がまったくな
いということを意味し，7は負担（ストレス）
をとても感じるということを意味する．実験
開始時点での学生側のストレスを１とする． 
実験を始めるにあたり，実験室の PC 画面の
両脇に学生と高齢者が座る． 
学生側が話題のカテゴリ（食べ物，行事，芸
能）を自分で自由に設定し，学生側がそのカ
テゴリにあった話題に関する内容から会話
を始める． 
会話支援コンテンツの定時には Google 
Chromeを使用し、写真画像は若年者がGoogle
画像検索にてキーワードから適当に写真画
像を検索し選択した。映像の検索は若年者が
You Tubeを用いてキーワードから適当に動画
を検索し選択した。このとき、ずっと話を続
けるのではなく、検索した映像を 2人で一緒
に黙って見ている状態が続いてもよい。また
検索は会話の内容に合わせて複数回検索を
行い、写真画像、映像を見てよい。会話時間
は 10 分間とする． 
ストレスチェックボードは実験者が1分ご
とに若年者に見えるように提示し、若年者が
会話の継続に対する負担度を1～7で指差す。
このストレスチェックボードは話し相手に
対する不満を評価するのではなく、会話の負
担度をチェックすることが目的であるため、
会話の相手に負い目を感じる必要はないこ
とを若年者に伝えた。また数字の移動はその
時の気持ちに正直に上げ下げするよう指示
した。さらに会話の途中でストレスチェック
ボードを見せることもあるが、会話を続けな
がら指差しを行うように指示した。 
 
 

３．３ 思い出流通プラットフォームの活用 
事例：メディア・セラピー 

 グループホームに入居する高齢認知症者
とその介護家族は長期にわたる認知症介護
で疲弊しており、ほとんどの場合で家族間の
関係は崩壊している。それ以前に高齢認知症
者は社会から孤立し、その上に家族間の関係
性までが破壊された状態で、グループホーム
などの施設に入れられる。高齢認知症者とそ
の家族がそのような状態では、入居後に施設
のスタッフとの間の信頼関係を構築するの
が難しく、施設介護において様々な問題が発
生する。そこで本研究では、思い出流通プラ
ットフォームをこういった状況に活用する
ために、メディア・セラピーという手法を提
案し、その効果を確認した。 
 メディア・セラピーでは、思い出流通プラ
ットフォームのユーザインタフェースとし
て、インタラクティブなデジタル写真アルバ
ムを使用する。コンテンツは各入居者の古い
写真を収集しデジタル化したものである。入
居者はその家族や介護スタッフと共に、グル
ープホームの多目的室で、思い出の写真を大
スクリーンに投影した写真を見ながら生活
歴を振り返り共有する。メディア・セラピー
は回想の一つのバリエーションとも考えら
れる。回想法は古い道具、おもちゃなどのア
イテムを使用し、経験豊富なセラピストが、
認知症患者の過去の記憶を改装させること
で精神を安定化するものである。しかし回想
法に比べて、我々が提案するメディア・セラ
ピーは入居者の過去の生活に焦点を当てる
ため、入居者本人のパーソナルな思い出の写
真を用いること、また家族や介護スタッフが
セラピーのセッションに参加し生活歴を共
有するといった点で異なっている。 
写真による生活歴の共有を関係性の構築
に活用するアイデアは、マイクロソフトリサ
ーチとイギリスの病院との共同研究におい
て、中度のアルツハイマー病を持つ女性が彼
女の記憶を保持する目的で特別なウェアラ
ブルカメラで撮影した日常の大量の写真を
見ることによって記憶の保持に成功すると
共に、彼女の夫との壊れた関係性を再構築す
ることができた事例をヒントにしている。図
5 は、我々の提案するメディア・セラピーの
セッションの様子である。 

 
図 5 メディア・セラピーのセッション 



また図 6は、それに使用されるデバイスであ
る iPad とプロジェクタである。 

 

図 6 使用した iPad とプロジェクタ 

 
３．４ 思い出流通プラットフォームへの 
新たな記憶の追加に関する研究 

 思い出流通プラットフォームは高齢認知
症者の過去の思い出のみのデータベースで
はなく、高齢認知症者の新たな体験も記録し
続け、必要な時や場所で必要な思い出を高齢
認知症者に提示することで、その記憶を支援
する役割を担うことを想定している。このた
めには、記録された体験から意味のある体験
を検索できなければならない。今回は体験の
記録デバイスとして、図 7に示すように身体
の胸のあたりに装着した小型ビデオカメラ
を想定する。これにより図 8のような映像が
記録される。 
 

 

図 7 小型ビデオカメラの装着位置 

 
 

 
図 8 記録される映像 

 

 本研究では図8のように記録された映像に
映りこんだ、本人の手の動きに注目しそこか
ら推定される行為で映像データをタグ付け
る。具体的には物を机やタンスの棚にしまい
込む動作を検出してタグ付けし、その物をし
まい込んだ場所が分からなくなったときに、
その場面の映像をタグにより検索して参照
することで物探しの行為を支援することを
目的とした。 
 
４．研究成果 
４．１ 思い出流通プラットフォームの有用 
性について予備的な検証 

 京丹後市の高齢者総合福祉施設・丹後園に
て，「思い出の流通基盤」の構築の目的で，8
月 25 日～8 月 27 日の 3 日間，本学の学生が
施設を訪問し 13 名の施設入居者の思い出の
写真アルバムの電子化を行ってクラウド上
に保存するとともに，それぞれの写真につい
て施設入居者のエピソードを聞き取ってデ
ータベース化を実施した（図 9）．エピソード
の聞き取りの過程で，学生と入居者の間の新
たな関係性の構築を行った．さらに，このク
ラウド上に保存された写真のデータと写真
に関するエピソードの情報を用いて，「思い
出ビデオ」を製作し，それを介護スタッフ，
他の入居者と共に視聴することで，相互の理
解を深める機会を持った． 
 さらにその時に制作した「思い出ビデオ」
を本学の学生と施設入居の高齢者の間での
スカイプを活用した遠隔傾聴に活用し、思い
出流通プラットフォームの一つの表現形態
としての「思い出ビデオ」の有用性を予備的
に検証した。 
 

 

図 9 思い出の写真を使った傾聴 
 

 
４．２ 思い出流通プラットフォームの対話
支援での表現形式の検討 

 図 10 に若年者が高齢者の対話中に感じた
負担度の時間による推移を示す。全般的に画
像を使用したほうが負担度は上がっている。
また図 11 に対話中の発話量の比較を示す。
若年者については画像、動画で発話量に差が
見られない一方、高齢者については画像を用
いて対話をしたほうが有意に発話量は増え
る結果となった。アンケートでも画像を用い
た対話のほうが、高齢者の満足度が高い結果
を示しており、高齢者にとっては画像を使っ



てじっくりと対話するのが好ましい一方、若
年者はそれが負担感の増加につながってい
ることが示唆された。 
 

 
図 10 若年者が感じる負担度 

 
図 11 発話時間の比較 

 
４．３ 思い出流通プラットフォームの活用 
事例：メディア・セラピー 

 この研究では、グループホームの入居者の
方で介護において困難事例を抱える方に対
してメディア・セラピーを実施することで、
入居者の方の行動変容を確認した。 
 1 例目の方は 80 代の男性で、脳血管性の認
知症のため、片麻痺と言語障害を有されてお
り、介護スタッフからの働きかけに対してあ
まり反応を示さず、関わりを持つことを拒絶
する傾向が見られた。そこでその方の思い出
の写真を預かりインタラクティブデジタル
フォトアルバム化したのち、1 週間に 1 回 1
時間程度、ご家族と介護スタッフとともに写
真を見ながら思い出を語り合うメディア・セ
ラピーを 6 回、1 か月半に渡って実施した。
これは精神医療の専門医、臨床心理士の指
導の下で実施された。結果としてセラピー
中に大変大きな感情表出が現れ、それ以降、
介護スタッフとの間のコミュニケーション
が十分に図れるようになった。図 12 に、
セラピーの前の 1か月とセラピー期間が終
了の後の 1か月で介護スタッフからの働き
かけに対して、入居者の肯定的な反応、発
話のあった割合を比較した結果を示す。い
ずれも有意に増加している。 

 
図 12 入居者の肯定的な反応、発話の頻度 
 
 また 2 例目の方は 80 代の女性でアルツハ
イマー型認知症を有し、施設介護における問
題は BPSD（行動・心理症状）、特に頻繁な妄
想に伴う激しい苦情の訴え、および徘徊であ
った。1例目同様のセラピーを実施した結果、
図 13 に示すように介護スタッフが苦情の対
応にあたる時間が著しく減少している。 

 

図 13 1 日当たりの苦情に対する対応時間 
 
４．４ 思い出流通プラットフォームへの 
新たな記憶の追加に関する研究 

本研究では手の動きに着目した行為の推
定であるため、 まず肌色情報による特徴量
を用いて人物の手領域を抽出する。さらに、
背景に対して手がよりカメラに近い場所に
存在するため、手領域は最も肌色面積が大き
くなる可能性が高いことに着目し、肌色領域
の中で最大面積の領域を抽出した。その結果、
図 14 に示すように、手領域が正しく抽出さ
れることを示した。 
 

 
図 14 手領域の抽出 

 
次に、手で物をしまい込む動作は以下のよ
うな一連の動きによって行われることを想
定する。 
1． 手がカメラ映像に進入する  
2． 動作を行う  
3． 動作を終了する  
4． 手がカメラ映像から退去する  
 



手がカメラ映像に入ってくる地点を[進
入]、動作を終了した地点を[動作終了]、手
がカメラ映像から出ていく地点を[退去]と
する。本研究では、 物を掴んでいる場合と
掴んでいない場合で、手の特徴に差があると
考え、物隠し動作は[進入]では物体を掴んで
いるが、[動作終了]と[退去]では物体を掴ん
でいないことに着目した。[進入]、[動作終
了]、[退去]の 3 つの地点で物体を掴んでい
るかどうかを調べることで、その動作が物を
しまい込む動作かどうか判別することがで
きると考えた。そこで次のような仮説を立て
それを検証した。 
 
仮説 : [動作終了]と[退去]の 2 つの手領
域画像は類似しているが、[進入]の手領
域画像は他の2つの手領域画像とは類似
していない。 

 
今回は[進入]、[動作終了]、[退去]の手領
域画像の類似度を測る特徴量として色情報
を用いた。RGB では照明条件の影響を大きく
受けるため、HSV の H(色相)を用いた。サン
プル映像を撮影し、その[進入]、[動作終了]、
[退去]を判別し、各地点の手領域画像の抽出
を行った。その後、手領域画像の H(色相)に
対するヒストグラムを生成し、各ヒストグラ
ム間の距離を計算して比較を行った。ヒスト
グラムを生成しヒストグラム間の距離を比
較した結果を示す（表 1）。表に示す通り、[動
作終了]，[退去]間の距離は[進入]，[動作終
了] 間や[進入] ，[退去]間の距離よりも小
さいことから、本手法で物をしまい込む動作
を検出できる可能性が示唆された。 
 
表 1 ヒストグラム間の距離 
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